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高砂香料工業株式会社　証券コード：4914

株主のみなさまへ

2018年4月1日〜2018年9月30日

第93期第2四半期 株主通信
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株主のみなさまには、平素より格別のご支援を賜り厚く
御礼申し上げます。

さて、2019年3月期第2四半期連結累計期間（2018年
4月1日から2018年9月30日まで）の概況につきまして、ご
報告申し上げます。

本年度前半のわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境
の改善が続くなど、緩やかな回復基調が持続し、個人消費
についても持ち直しの動きが見られました。一方、世界経済
は、緩やかな回復基調にあったものの、米国の保護主義政
策に起因する通商問題、英国のEU離脱問題、中東情勢の
動向に伴う原油価格の変動など、依然として先行きが不透
明な状況となっております。

香料業界においては、競合他社との競争環境は厳しさを
増す一方ですが、市場としては、中国や東南アジアでの成
長が引き続き期待できる一方、成熟市場である欧米でも底
堅い成長が見込まれます。

このような状況の中、当第2四半期の連結売上高は、
769億円（前年同四半期比7.5％増）、営業利益は42億円

（前年同四半期比15.4％増）、経常利益は52億円（前年同
四半期比23.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益
は42億円（前年同四半期比21.7％増）となりました。

経営方針
当社グループは、「地球環境に配慮し、地域社会を大切

にした、世界の人々から共感を得られる企業を目指す」、
「信頼される商品を供給し続けることにより、グローバル
市場でのトップクラスの香料会社を目指す」の経営基本方
針の下、創業100周年を迎える2020年に向けて飛躍的
な成長を目指し、当社グループの有する全ての力を結集
し、グループ一丸となって中期経営計画『TAKASAGO 
GLOBAL PLAN（One-T）』（2018-2020年度）に取り組
んでおります。

なお、中間配当金につきましては、株主のみなさまの日
頃からのご支援にお応えするため、長期安定配当の方針
を継続し、前期同様1株あたり20円の配当とさせていただ
きました。

今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますよう、お願い
申し上げます。

代表取締役社長

トップメッセージ  │ Top Message │

経営
基本方針

地球環境に配慮し、地域社会を大切にした、
世界の人々から共感を得られる企業を目指す

信頼される商品を供給し続けることにより、
グローバル市場でのトップクラスの香料会社を目指す

企業理念
技術立脚の精神に則り
社会に貢献する

1

　歯磨きしている際の「スースーする」
感覚には、メントールという成分が寄
与しています。メントールは、ペパー
ミントの主成分で世界的に最も需要の
多い素材の一つです。歯磨き粉やマウスウォッシュなどのオーラル
ケア商品に加え、ガムやタブレットまたシャンプーや制汗剤など冷
感のあるものに使われています。
　当社アロマイングリディエンツ事業では、独自の合成技術を活用
し、再生可能な出発原料からl -メントールという安全で環境に優し
い香料素材を製造・販売しています。

表紙について
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連結決算ハイライト  │ Consolidated Financial Highlights │

2017年
3月期

715 769

2016年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

1,500
（予想）1,415

706

1,367

721

1,416

2017年
3月期

2016年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

（第2四半期）

1,9671,897
1,724 1,761

2017年
3月期

36

49
（予想）

2016年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

42

63

45

71

45

66

2017年
3月期

2016年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

（第2四半期）

1,024984
872816

2017年
3月期

2016年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

（第2四半期）

46.4％

48.7％

51.0％ 51.3％ 45

2017年
3月期

2016年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

50
（予想）

20

25

55

20

35

50

20

30

20

30
（予想）

売上高
単位：億円

営業利益
単位：億円

中期経営計画 One-T 財務目標（2021年3月期）

単位：億円

2017年
3月期

34

42
（予想）

2016年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

42

70

32

63

40
48

総資産
単位：億円 単位：億円

純資産 自己資本比率

高砂香料 IR 検索詳細な財務データは当社IRサイトをご覧ください。
https://www.takasago.com/ja/ir

売上高 1,700

営業利益率 5.2％

ROE 8.0％

■第2四半期　■通期 ■第2四半期　■通期

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益
単位：億円 ■第2四半期　■通期

1株当たり配当金
単位：円 ■第2四半期　■通期

（注）‌�配当金額は2015年10月１日実施の株式併合後の水準を基に算出し
ております。

2
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連結財務データ  │ Financial DATA │

事業別概況

2017年
3月期
第2四半期

2018年
3月期
第2四半期

2019年
3月期
第2四半期

464427430

売上高

フレーバー事業

単位：億円

60%

●	ドイツ子会社において、バニ
ラ関連製品等が伸長したこと
により、増収となりました。

売上高464億円

前期比8.6%増 扌

飲料やデザート、菓子、乳製品、調理食
品などに、優れた香りと風味を付与するフ
レーバーを提供し、さらに果汁やコーヒー、
お茶といった食品原料も提供しています。

事業内容

2017年
3月期
第2四半期

2018年
3月期
第2四半期

2019年
3月期
第2四半期

182 193185

売上高

フレグランス事業

単位：億円

25%

●	フランス子 会 社において、
香粧品向けが伸長したこと
により、増収となりました。

売上高193億円

前期比4.4%増 扌

香水や化粧品やシャンプー、洗剤、芳香
剤、入浴剤といった商品に使用される香り
を、残香性や拡散性、安定性にも優れた
かたちでクリエーションし、提供しています。

事業内容

経営成績� 単位：億円

科　目 2015年3月期
（第89期／第2四半期）

2016年3月期
（第90期／第2四半期）

2017年3月期
（第91期／第2四半期）

2018年3月期
（第92期／第2四半期）

2019年3月期
（第93期／第2四半期）

売 上 高 663 721 706 715 769

売 上 原 価 451 485 475 485 527

売 上 総 利 益 211 236 231 229 241

販売費及び一般管理費 184 190 186 192 199

営 業 利 益 27 45 45 36 42

経 常 利 益 32 46 39 42 52

親会社株主に帰属する四半期純利益 20 40 32 34 42

財政状態� 単位：億円

科　目 2015年3月期
（第89期）

2016年3月期
（第90期）

2017年3月期
（第91期）

2018年3月期
（第92期）

2019年3月期
（第93期／第2四半期）

流 動 資 産 874 856 868 918 965

固 定 資 産 821 867 892 979 1,001

流 動 負 債 564 508 480 527 545

固 定 負 債 331 399 408 386 397

純 資 産 800 816 872 984 1,024

（ う ち 株 主 資 本 ） （643） （685） （736） （796） （832）

総 資 産 1,696 1,724 1,761 1,897 1,967

Point  売 上 高	 フレーバー事業、フレグランス事業、アロマイングリディエンツ事業の売上が増加し、対前期比54億
円増の769億円となりました。

Point  営業利益	 原料価格の上昇等により利益率が低下したものの、売上増が利益に貢献し、対前期比6億円増の42億
円となりました。

3
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2017年
3月期
第2四半期

2018年
3月期
第2四半期

2019年
3月期
第2四半期

56
68

56

売上高

アロマイングリディエンツ事業

単位：億円

9%

●	市場の需給バランスの変化
等により、主力のメントール
等が好調に推移し、増収とな
りました。

売上高68億円

前期比22.3%増 扌

光学活性で革新的かつユニークな香りの素
材を開発し、高品質のフレーバー、フレグ
ランスのクリエーションに用いています。

2017年
3月期
第2四半期

2018年
3月期
第2四半期

2019年
3月期
第2四半期

30 3438

売上高

ファインケミカル事業

単位：億円

5%

●	医薬品中間体の売上計上の
タイミング等により減収とな
りました。

売上高34億円

前期比9.6%減 扌

独創的な触媒・不斉合成技術を核に、フ
ロー連続技術による医薬品中間体、電子
写真感光体などの機能性素材を提供して
います。

事業内容

事業内容

※上記の他に、その他不動産事業の売上高7億円がございます。

地域別概況

地域別売上高 地域別営業利益

2017年
3月期
第2四半期

2018年
3月期
第2四半期

2019年
3月期
第2四半期

349

161

134

122

338

161

104

109

340

152

98

115
2017年
3月期
第2四半期

2018年
3月期
第2四半期

2019年
3月期
第2四半期

16

0

12

9

16

3
6

9

12

7

5

17

単位：億円

■日本　■米州　■欧州　■アジア■日本　■米州　■欧州　■アジア

単位：億円

■ 日　本
フレーバー事業、アロマイングリディエンツ事業が寄与し、増収となりました。利益面では原料
価格の上昇により前期並みとなりました。

■ 米　州
売上高は前期並みとなりましたが、原料価格の上昇等により、減益となりました。

■ 欧　州
フレーバー事業では、前期に引き続き、バニラを使用した菓子、乳製品向け等が収益に寄与し、
増収増益となりました。

■ アジア
シンガポール子会社の飲料向けフレーバーが回復し、増収となりました。利益面では、原料価
格の上昇により減益となりました。

45%

21%

18%

16%

4
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高砂コレクション・ギャラリーにぜひお越しください 

5

　2018年8月、インドネシアのチカラン市※にて、現地法人PT. Takasago International 
Indonesiaのフレーバー(食品香料)、フレグランス(香粧品香料)工場の建設が開始されました。完成
時期は2019年6月を予定しています。
　当社は、香料市場の大きな成長が見込まれるインドネシアにおいて、迅速な製品、サービスの提供
ができるよう、2015年に現地法人を設立し、準備を進めてきました。すでにフレーバー、フレグラン
スのアプリケーションセンターを開設し、現地顧客や
消費者の嗜好を研究しています。ほとんどの国民が
イスラム教徒であることに対応すべく、製造ライン
等はハラール認証を取得済みです。
　シンガポール、インド、インドネシアの3局体制
で、成長する東南アジアの香料市場のニーズに対
応していきます。
※首都ジャカルタ東部の都市

　2018年9月、フランスの現地法人Takasago Europe Perfumery Laboratory S.A.R.L.が 
設立40周年を迎えました。同社は、香水を始めとするフレグランス(香粧品香料)事業の開発・製造・
販売を行っています。
　1978年10月に設立された同社は、グループの
ヨーロッパにおける事業展開の先駆けになりました。
当初調香師1名、調合技術者1名でスタートしました
が、1980年代には、スタッフも増え、フランス以外の
周辺国にも駐在所を設けるなど、販売の拡大を図り
ました。世界的なブランドを有する企業との関係を構
築し、例えば2018年10月に発表された英国・バーバ
リー社の新商品「バーバリー ハー」にも採用されてい
ます。グループのフレグランス事業を牽引する存在
として更なる拡大発展が期待されています。

トピックス  │ Topics │

インドネシア現地法人　新工場の建設開始

フランス現地法人  40周年を迎える

　当社は、香り文化の普及を願い、香りの歴史と文化に関する資
料や美術品の収集と保存に努めてきました。
　高砂コレクション®は、古代エジプト、ギリシャ、ローマ時代
の香油瓶、中国の香炉、18～20世紀のヨーロッパの香水瓶など
から日本の香道具、香炉、香合など約1,000点に及びます。これ
らの一部を本社ギャラリーで展示しています。

◦ 場所　高砂香料工業・本社17階ロビー内
◦ 開室　10:00～17:00（入室は16:30まで）
◦ 休館　土日祝日、年末年始、臨時休館日
◦ 料金　無料
◦ 交通　JR蒲田駅東口・徒歩3分

ファッション画
モーリス・レオーネ社
1920年代　　h. 62.3cm

新工場完成予想概観イメージ

設立40周年記念式典における代表取締役社長・桝村聡の
スピーチの様子

20世紀初頭のパリでは、挿

絵や装飾を多用した、美しい

ビジュアルのファッション誌

が出版され、新しい世界を展

開した。

写真　高砂コレクション®
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会社情報・株式情報・CSR （2018年9月30日現在）  │Corporate Data ・ Stock Information ・ CORPORATE SOCIAL RESPONSIBILITY│

株式の状況

株式の分布状況

大　株　主

発 行 可 能 株 式 総 数 60,000,000 株
発 行 済 株 式 の 総 数 20,152,397 株
株 主 数 4,688 名

株 主 名 所有株式数（千株） 持株比率

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 2,833 14.3%

日本生命保険相互会社 1,468 7.4%

株式会社三菱 UFJ 銀行 947 4.8%

共栄火災海上保険株式会社 780 4.0%

中江産業株式会社 720 3.6%

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 717 3.6%

株式会社みずほ銀行 486 2.5%

HSBC BANK PLC - MARATHON 
VERTEX JAPAN FUND LIMITED 480 2.4%

株式会社紀陽銀行 471 2.4%

HSBC BANK PLC A/C CLIENTS, 
NON TREATY 1 440 2.2%

（注）	1.	持株比率は発行済株式の総数から自己株式数（402,985 株）を控除して計算し
ております。

	 2. 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）、日本マスタートラスト信託
銀行株式会社（信託口）の所有株式数には信託業務に係る株式数が含まれてお
ります。

（注）個人その他には、自己株式としての保有分（2.0％）が含まれております。

所 有 者 別 構 成 比

■ 金融機関	 53.6%

■ 金融商品取引業者	 0.9%

■ その他法人	 11.9%

■ 外国法人等	 19.0%

■ 個人その他	 14.6%

20,152,397 株

会社概要
会　社　名 高砂香料工業株式会社

（TAKASAGO INTERNATIONAL CORPORATION）
本　　　社 〒 144-8721 東京都大田区蒲田 5 丁目 37 番 1 号

ニッセイアロマスクエア 17F
T 　 E 　 L 03-5744-0511
国内事業所 大阪支店、名古屋支店、福岡支店、

平塚研究所、平塚工場、磐田工場、鹿島工場、
三原工場

海外事業所 世界27の国と地域に事業拠点がございます
創　　　業 1920年（大正9年）2月9日
資　本　金 92億4,853万8,972円

取締役および監査役

（注）	1. 取締役野依良治氏、松田浩明氏は社外取締役であります。
	 2. 監査役大西一清氏、中江康男氏は社外監査役であります。

代 表 取 締 役 社 長 桝　村　　　聡
取 締 役 野　依　良　治
取 締 役 笠　松　弘　典
取 締 役 藤　原　久　也
取 締 役 山　形　達　哉
取 締 役 染　川　健　一
取 締 役 谷　中　史　弘
取 締 役 松　田　浩　明
取 締 役 水　野　直　樹
取 締 役 磯　野　裕　一
取 締 役 川　端　茂　樹
常 勤 監 査 役 大　西　一　清
常 勤 監 査 役 近　藤　　　仁
監 査 役 中　江　康　男

執行役員
社 長 執 行 役 員 桝　村　　　聡
常 務 執 行 役 員 笠　松　弘　典
常 務 執 行 役 員 藤　原　久　也
常 務 執 行 役 員 山　形　達　哉
常 務 執 行 役 員 染　川　健　一
常 務 執 行 役 員 谷　中　史　弘
常 務 執 行 役 員 水　野　直　樹
常 務 執 行 役 員 磯　野　裕　一
常 務 執 行 役 員 川　端　茂　樹
執 行 役 員 隈　元　浩　康
執 行 役 員 木　林　孝　之
執 行 役 員 佐　藤　文　則
執 行 役 員 川　野　明　彦

「環境・衛生・安全」への取り組み
当社グループは、持続的な(サステナブル)社会の
実現に向けて、環境保全に対しグローバルに取り
組んでおります。詳細については、当社ホームペー
ジ「サステナビリティ」をご参照ください。

URL

高砂香料工業株式会社
『社会・環境報告書 2017』

株主メモ
事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 6月
基 準 日 定時株主総会　3月31日

期末配当金　　3月31日
中間配当金　　9月30日

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座 口座管理機関 同

（ 同 連 絡 先 ） 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
電話 0120-232-711（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所第1部（化学）
証 券 コ ー ド 4914
単 元 株 式 数 100株
公 告 の 方 法 電子公告により行う
公 告 掲 載 URL https://www.takasago.com/ja/ir/e_announce.html

※ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告
ができない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

株式に関するお手続きについて

買取・買増制度の例（160株ご所有の場合）

60株を
当社が買取

単元株式数
100株に

買取制度
をご利用

40株を
買増

単元株式数
200株に

買増制度
をご利用

＝160株

100株
（単元株式）

60株
（単元未満株式）

＋

● 単元未満株式（100 株未満の株式）買取・買増制度について
当社株式の証券市場での取引は100株単位（1単元）となっておりますため、単元未満株式（100株
未満）を市場で売買することはできません。このため、当社では「単元未満株式買取・買増制度」を
ご用意しております。単元未満株式をご所有の株主さまは、ぜひ買取・買増制度のご利用について
ご検討くださいますようお願い申し上げます。

https://www.takasago.com/ja/aboutus/sustainability/ehs/pdf/takasago2017.pdf
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昭
和
30
年
代
に
な
る
と
、国
内
市
場
の
拡
大
と
輸
出

の
増
加
に
よ
り
、日
本
経
済
は
戦
後
の
復
興
期
を
脱
し

て
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
ま
す
。し
か
し
、貿
易
収

支
の
黒
字
が
拡
大
す
る
と
、海
外
か
ら
の
日
本
に
対
す

る
貿
易
自
由
化
へ
の
圧
力
が
強
ま
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

昭
和
35
年
か
ら
政
府
に
よ
っ
て
貿
易
の
自
由
化
や
関
税

率
の
低
減
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、日
本
の
企
業

は
国
際
的
な
競
争
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、高
砂
香
料
で
は
海
外
で
の
動
き
を
活

発
化
さ
せ
ま
す
。昭
和
30
年
か
ら
始
ま
る
海
外
視
察
に

よ
り
、高
砂
の
実
力
に
自
信
を
深
め
た
経
営
陣
は
、昭
和

35
年
の
末
に
パ
リ
と
ニュー
ヨ
ー
ク
に
駐
在
所
を
設
置
し
、

欧
米
で
の
合
成
香
料
の
販
売
力
強
化
に
乗
り
出
し
ま

す
。

　

翌
36
年
に
は
、戦
中
か
ら
戦
後
の
混
乱
期
に
高
砂
を

牽
引
し
て
き
た
平
泉
貞
吉
が
会
長
と
な
り
、中
西
健
次

が
社
長
に
就
任
し
ま
す
。こ
の
中
西
社
長
の
も
と
で
、高

砂
は
国
際
化
に
向
け
て
大
き
く
動
い
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

戦
前
か
ら
、高
砂
香
料
は
合
成
香
料
の
製
造
販
売
を

中
心
と
す
る
会
社
で
し
た
が
、戦
後
も
こ
の
時
期
に
な
る

と
、フ
レ
ー
バ
ー
、フ
レ
グ
ラ
ン
ス
と
いっ
た
調
合
香
料
ビ
ジ

ネ
ス
の
売
上
も
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。中
西

社
長
は
会
社
の
収
益
性
の
向
上
の
た
め
、そ
し
て
合
成

香
料
自
体
の
売
上
を
伸
ば
す
た
め
に
も
、国
内
外
で
の

調
合
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
し
た
。そ

こ
で
ま
ず
、昭
和
38
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
調
香
師
を
招
い
て

パ
リ
に
調
合
研
究
所
を
設
置
し
ま
す
。こ
こ
に
日
本
か

ら
調
香
師
が
次
々
と
派
遣
さ
れ
て
研
修
を
受
け
、調
香

技
術
力
が
向
上
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、国
内
製
造
拠
点
と
し
て
は
、昭
和
43
年
ま
で
に

平
塚
工
場
を
主
力
工
場
と
し
て
増
設・整
備
を
終
え
、合

成
、調
合
の
生
産
能
力
を
増
強
さ
せ
ま
し
た
。創
業
の

地
蒲
田
に
は
研
究
所
と
管
理
部
門
の一
部
が
残
る
の
み

と
な
り
ま
し
た
。

　

創
業
50
周
年
を
迎
え
た
昭
和
45
年
に
は
、蒲
田
に
新

し
い
総
合
研
究
所
が
完
成
し
、研
究
開
発
力
が
一
層
強

化
さ
れ
ま
す
。ま
た
、昭
和
43
年
か
ら
建
設
の
始
ま
っ
て

い
た
静
岡
県
の
磐
田
工
場
に
、昭
和
46
年
、メ
ン
ト
ー
ル

工
場
の
新
設
が
決
ま
り
ま
す
。こ
れ
は
、直
接
的
に
は

そ
れ
ま
で
の
原
料
で
あ
っ
た
シ
ト
ロ
ネ
ラ
油
の
高
騰
に
よ

り
、原
料
を
転
換
し
、あ
わ
せ
て
新
し
い
技
術
を
導
入
す

る
目
的
で
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。し
か
し
、大
量
生
産
に

向
け
た
大
型
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
は
、そ
の
後
の
高
砂
の
命

運
を
決
め
る
大
き
な
決
断
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、昭
和
48
年
の
第
一次
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
や
昭
和

54
年
の
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
な
ど
の
困
難
に
も
直
面

し
ま
す
が
、そ
の
都
度
原
料
転
換
や
技
術
革
新
に
よ
って

何
と
か
乗
り
切
り
ま
す
。

　
一方
、国
内
の
フ
レ
ー
バ
ー
事
業
の
急
伸
を
背
景
に
、新

た
な
フ
レ
ー
バ
ー
関
連
工
場
と
し
て
昭
和
49
年
に
鹿
島

工
場
の
建
設
が
決
ま
り
、昭
和
55
年
に
竣
工
し
ま
す
。ち

ょ
う
ど
創
業
か
ら
60
年
目
に
、そ
の
後
し
ば
ら
く
続
く

こ
と
に
な
る
、平
塚
、磐
田
、鹿
島
の
三
工
場
体
制
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

１
９
６
０
年
か
ら
１
９
８
０
年
に
至
る
こ
の
20
年
は
、

前
半
の
高
度
成
長
期
か
ら
、オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
や
円
高
を

契
機
と
す
る
低
成
長
時
代
に
ま
た
が
り
、多
く
の
日
本

企
業
と
同
様
に
、高
砂
香
料
も
幾
多
の
試
練
を
乗
り
越

え
、市
場
規
模
の
拡
大
と
と
も
に
大
き
な
成
長
を
遂
げ

ま
し
た
。こ
の
20
年
は
、食
品
や
日
用
雑
貨
と
いっ
た
、香

料
ユ
ー
ザ
ー
の
業
界
が
国
際
的
に
大
き
な
変
動
を
迎
え

る
中
で
、香
料
業
界
も
再
編
が
進
ん
だ
時
期
で
も
あ
り

ま
し
た
。こ
う
し
た
経
営
環
境
の
変
化
の
中
で
、い
ち
早

く
海
外
に
進
出
し
て
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
や
フ
レ
ー
バ
ー
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
飛
び
込
ん
だ
こ
と
は
、そ
の
後
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
世
界
情
勢
を
考
え
る
と
、今
日
の
高
砂
香

料
が
成
り
立
つ
上
で
の
成
功
の
鍵（
キ
ー
）だ
っ
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

【
以
下
次
号
】

高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
て
事
業
規
模
を
拡
大
し
た
高
砂
香
料
は

１
９
６
０
年
に
い
ち
早
く
欧
米
に
駐
在
所
を
開
設
し
、合
成
香
料
中
心

か
ら
調
合
ビ
ジ
ネ
ス
重
視
の
総
合
的
な
香
料
会
社
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
。

1970年3月に竣工した総合研究所
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